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別紙 審議会答申案の修正箇所



審議会答申案の修正箇所 ― 第4回審議会意見の反映状況 １/３ ―
2

No. 該当箇所 修正前（第4回審議会時） 修正後（第5回審議会時） 反映した意見の概要等

1 冒頭 ー タイトル「新庁舎の基本方針についての答
申」等を追加

ー

2 前書き 「小郡市庁舎建設審議会は、令和７年１１
月の第１回審議会から審議を重ね、新庁
舎に求められる役割・機能、規模、位置に
ついて市民目線から幅広く意見交換を
行っている。本答申案は、審議の進捗に
合わせて順次加筆・修正を行いながら取
りまとめるものであり、現時点では第１回
から第４回までの審議を踏まえた役割・機
能及び規模に関する内容を記載している。
位置に関する内容については、今後の審
議を経て追記していく予定である。」

「小郡市庁舎建設審議会（以下「審議会」と
いう。）は、令和７年11月26日付け７小財
第485号をもって、小郡市長から「新庁舎
の基本方針に関すること」について諮問を
受けた。これを受け、同年11月の第１回審
議会から審議を重ね、新庁舎に求められる
役割・機能、規模及び位置について、市民
目線から幅広く意見交換を行った。」

諮問を受けての答申であ
ることが分かりやすいよ
うに修正

「新庁舎は建設後数十年にわたり使用さ
れる施設であり、今後の社会情勢の変化
を見据えた柔軟な対応が求められること
も念頭に、以下のとおり答申する。」

「新庁舎は建設後数十年にわたり使用され
る施設であり、今後の社会情勢の変化を見
据えた柔軟な対応が求められる。これらを
踏まえ、以下のとおり答申する。」

ー 「新庁舎の基本方針を構成する役割・機能、
規模及び位置について、それぞれ以下のと
おり整理する。」を追加

3 第１（１）窓口
機能・デジタ
ル化
２つ目

「相談対応の質の向上という観点からの
窓口機能の確保が求められる。 」で終
了

続きに「また、窓口において提供するサー
ビスについては、単なる手続対応にとどま
らず、手続の内容に応じた丁寧な対応が図
られるよう、必要な機能のあり方について
検討することが求められる。」を追加

窓口機能の中で丁寧な相
談体制を設けることを含
めて検討すべきとの意見
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No. 該当箇所 修正前（第4回審議会時） 修正後（第5回審議会時） 反映した意見の概要等

４ 第１（２）防災拠
点機能
３つ目

「停電時においても 行政機能が
継続できるよう、 非常用電源の
確保は、防災機能上の基本的要件と
して位置づけられるべきである。」

「災害時においても災害対策本部としての行政
機能が継続できるよう、国の基準・指針に基づ
く非常用電源の確保は、防災機能上の基本的
要件として位置づけられるべきである。」

非常用電源は数値明記
ではなく国の基準・指針
を遵守する旨の表現とし、
対象範囲を災害対策本
部機能の維持に絞る旨
の整理

５ 第１（２）防災拠
点機能
４つ目

ー 「庁舎内における備蓄については、災害対応を
行う職員が活動を継続するために必要な水・食
料等の確保を基本として検討することが求め
られる。」を新規追加

備蓄倉庫は職員用・運営
継続用として庁内に確保
する旨の整理

６ 第１（３）市民活
動・交流機能
２つ目

「来庁者が気軽に立ち寄れる小規模
なロビースペース又は市の情報発
信の場については、新庁舎において
も位置づけることが考えられ
る。 」

続きに「特定の用件がない市民も気軽に来庁
できる環境を整えることで、行政サービスや市
政に関する情報と日常的に接する機会を生み
出すことができ、市民と行政との距離を縮める
観点からも有効である。」を追加

特定の用件がなくても来
庁できる環境整備により
行政サービスへの偶発的
な接触機会を創出すべ
きとの意見

７ 第１（４）職場環
境
【新規追加】

ー 「庁舎で執務する職員及び議会開会時等の議
員が快適に執務等を行うために必要な機能を
有することが求められる。その際、部署や業務
内容に応じた細やかな検討が必要であり、職
員が適切な環境の下で休息をとれるスペース
の確保など、行政サービスの質の向上にもつ
ながる職場環境の整備についても併せて検討
することが求められる。」を新規追加

職員の働きやすい環境・
福利厚生機能に関する
記述の追加
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No. 該当箇所 修正前（第4回審議会時） 修正後（第5回審議会時） 反映した意見の概要等

8 第１（５）将来変
化への対応
１つ目

「新庁舎は建設後数十年にわたって使用され
るものであることから、行政組織の改編や業
務内容の変化に対応しやすい構造・設計のあ
り方が検討されることが望ましい。将来を見
据えた一定の余裕の確保が求められる。」

「新庁舎は建設後数十年にわたって
使用されるものであることから、行
政サービスの多様化や社会情勢の変
化に柔軟に対応できる庁舎であるこ
とが求められる。」

役割・機能に関する表現に
修正し、規模に関する要素
は、第２（規模）の「(2)可
変性・余白の確保」内に反
映

９ 第１（５）将来変
化への対応
２つ目

「将来の人口動態については、本市は他の自
治体と比較しても大幅な減少は見込まれて
いない。一方で、行政サービスの多様化・複
合化は今後も進むと想定されることから、デ
ジタル化が進んでもなお職員数や来庁者数
が現状から大きく減少しない可能性があるこ
とを考慮した上で、規模の検討が行われるこ
とが求められる。」

第１（役割・機能）の部分では削除 第２（規模）の「（１）床面積
の考え方」１つ目に内容を
反映

10 第１（６）シンボ
ル性・景観
２つ目

「本市の平坦な田園地帯が広がるという景観
特性にも配慮しながら検討することが望まれ
る。」

続きに「また、本市の地域性をデザイ
ンの検討視点の一つとして取り入れ
ることも考えられる。」を追加

地域固有の要素をデザイ
ンの検討視点として加え
ること

11 第２（規模） ー 「第２（規模）」全体を新規追加 第３回・第４回審議会での
規模に関する意見を踏ま
えた整理

以下、事務局による文言の修正

12 全体 「～が望まれる。」 「～が求められる。」

13 第１（２）防災拠
点機能
３つ目

「停電時においても災害対策本部としての行
政機能が継続できるよう、～」

「災害時においても災害対策本部と
しての行政機能が継続できるよう、
～」


